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《投稿愉文》

rCMCと宗教」研究の視角

田村貴紀

.1 聞い

インターネットに代表されるコンピューター媒介コミニュケーション(以下

CMC)が普及するにつれて、宗教との接点も生まれるようになった.とくに事

態が進展している英絡圃に於いては、広範な関係が生まれ、関連する学術論文

も書かれるようになった.

一つは、キリスト教に関連するものである.R.シュローダー [ Schroeder， 

1998]の論文はもっとも新しいものであるが、 MUD(1)上でおこなわれている

キリスト教の礼拝をテキスト分析し、従来の教会の礼拝との比較をした.H.キ

ヤンベノレ [Hei必.Campbell， 1俣湾]は、 Communityof Prophecyというべンテコ

ステ・カリスマ運動的なメーリングリストを取りげ上た.そのグループは、現

世的な世界を忌避し、霊的な世界を志向する傾向がある.彼らにとってインタ

ーネット上の「ヴアーチャノレなJ空間は、現世のようなノイズが無いという理

由で『霊的な世界Jに近いものだと考えられている.つまり、 Virtual= Spiritual 

というような認織である.

もう一つは、ニューエイジや精神世界に関連するものである.スティープン・

オーリアリー [O'Leary，l袋)6]は、コンピュサーブ上で儀式を行ったフルムーン

クラブというニューエイジグループのログの分析を行った.その儀式において

は仮想のろうそくやパンが使用可能であり、言葉によって空聞が型化される.

オーリアリーはプロテスタテイズムと出版文化にによって分間監された、言葉と

シンボルとの再統合がインターネット空間上で行われうる可能性について指摘

した.また、岡村 [1開9]はパソコン通信上で活動しているチャネラーの事例

を報告した.その中には、預言と、会議室への書き込みを一定のフォーマット
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に従って行うことによる自己観察のプログラムとがある。

もうすこし精神的相五行為全体に枠を広げれば、テキストによるやりとりが、

セルフグループ的な治癒的効果を持つということについて指摘されている.こ

の具体的な事例は、岡村口民間、デンジン [N. K. Denzin， 1998a， 199b)など

にあげられている。また、日本においては、今後携帯電話などの移動体通信に

よってインターネットが普及していく傾向が予測される中、 AA.(Alcoholics 

Anonymous)において携帯包括が相絞に利用されているととに関する指摘も示唆

的である[葛西，1997] • 

教団のインタ}ネット利用に関しては、ザレスキー[Zaleski，1997]、田村

口997b，1998] 黒崎 [1袋町、米国のキリスト教ウェップサイトへのアンケー

トを実施した川島 [1997]がある.黒崎を中心とする園畢院大畢日本文化研究

所の共同プロジェクトでは、天理教、神社に関する調査が進んでいる[黒

崎，1伺9] 山。

このように実在的研究が、少しずつ積み重ねられつつあるとはいえ、依然と

して調査・収集をもっぱらにすべき段階であり、方法論について論じることは、

時期尚早という見方もあるだろう.しかし、調査研究と方法とは不可分なもの

であるので、現段階の調査に於いても、何らかの方法・分析視角を、少なくて

も背後仮説として抱きながら行っているということも事実である.この時点に

於いて可能な限り rCMCと宗教j研究の視角について整理することは、調査

の進展につれて批判され乗り超えられるものであっても一定の意義があると考

える.本論では一つの試論を提示したい.

まず、全体の議論の前提として、インターネットを中心として、メディアと

社会相互関係について数点を指摘したい.もとより、インターネットのメディ

ア特性などについて、哲学的・認織論的に論じることは筆者の意図ではなく、

実証研究の準備作業を目指しているものであるが、メディア研究の視野として

必要と恩われる、若干の考察を提示したい.
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.2 メディアと祉会の連動的変容

.2-1 CMCが埋め込まれていく祉会

CMCが、あるスピードをもって日本人の生活に浸透しつつある。米国と比

較して通信料金が高額であることが利用上のネックになっているが、電力会社、

ケープノレテレビなどによって、 NTTIと代わる通信回線の提案がなされ始めて

いる.ケープノレテレピなどのインフラストラクチャーが存在する都市部などで

は、すでに「常時接続の環境でインターネットを始めるj という例も出始めて

いる.遠藤兼がいうような、 rCMCが、多様な社会的場面において顕著に噌

大した社会J [遠藤，1998b]にますますなりつつあるだろう.

しかし、インターネットが普及するのであろうと考えるのは、単に個人にと

って新規で利便なメディアであるからではない。遠藤 [1998b]は、このCMC

の僧大に関して、二つの指摘を行っている.

一つは、インターネットの歴史的形成が、 「国家J r企業J r科学技術J r民

主主義j という、四つの近代的論理の相互作用の中で行われていることである.

インターネットは戦後の冷戦機造の中で国家的戦略として生まれた。 1991年以

降のソ連崩嬢のあとでは、非軍事的な国家戦略の核として転換する。しかし、

科学技術を主導した人々の聞では、むしろ自由のためのテクノロジーとして成

長していった。インターネットに関する技術的提案は、すべてネットワーク上

に公開され、コラポレーションの場を提供した。この自由のためのテクノロジ

ーは、米圏西海岸を中心とする若者文化と結びつき、市民のためのネットワー

クという発想を生んだ.市場とインターネットが接続したのは、 1991年と遅い

時期であったが、その後市場的な展開を遂げた。また国際金融のシーンで決定

的に重要な役割を果たし、世界経済に与える影響の大きさからその問題性が指

補されている[相回 et.al.， 1999] 0 つまりインターネットの普及は、近代化自体

のダイナミクスと密接に結びついているというのだ.

近代的な社会は、出版メディアやマスメディアによって、地縁や血縁という

伝統的共同体が脱漫め込み化され、抽象システムの中へ吸収される過程だとい

うのが、近年の社会学的知見である.近代は、いわばバーチヤノレ化の過程であ

-21-



り、 CMCが普及した世界は、その延長線上にある[遠藤，1998a]. 

遠藤が指摘するも う一点は、 95年度SSM調査からみた日本の現状である.パ

ソコン・ワープロを所有している「情報コンシャスなグループj は、学歴、収

入、財産などが高く、自己評価も高い、社会内で優位な階層を形成している.

しかし、価値志向という点では、階層帰属意織が高いグループは、 「階層志向J

f脱階層志向jを併せ持っているのに対し、 「情報コンシャスなグループjで

は、 『脱階層志向j が顕著であり、現状変革志肉的である.したがって、 「情

報コンシャスなグループJが社会における「優位/活性的なjグループを構成し、

そのライフスタイル戦略が社会全般の潮流となる可能性があることである。つ

まりインターネットの普及を促す社会意臓が、形成されつつあるということで

ある.

とのようなマクロ的な視点に加えてややミクロ的に考察するならば、 CMC

上に他者との関係欲望を充足する空間がひろがっているという点がある.

メディアを通した人間関係が、対面による関係に劣らないほど人々に重要性

を持つということは、電話の普及と個人化、消費的使用によって始まったこと

であり、 CMCにおいてもこのような現象があることは、績々指摘されること

である.グローパJレ・メディアと称されるインターネットを使って、むしろ分

化した人間関係が結ぼれていく。時空を纏えて、どちらかといえば地縁的な人

間関係が広がっていく.しかも、それは時として、対面の関係と閉じ重さを利

用者に感じさせる。個人的なメディア利用という観点では、この利用形態がイ

ンターネットの普及を促すだろう。

さらに今日に於いては、電話や電話による他者との関係空間と CMCとの接

合という現象があげられるおしゃべり電話J [若林，1992]として指摘され

る、他者との関係欲望を電話の中で充足させるような篭話の使用は、携帯電話

の普及に伴ってさらに拡大しているが、その携帯電話で篭子メール.wwwの閲

覧が可能になったことは、 CMCをさらに身近なものにしている.

米国においてデスクトップ型のコンピューターによって市民の聞に一般化し

たCMCは、日本に於いては携帯電話のような身につけるメディア、手のひら

のメディアによって一般化しうるだろう.それは、より軽便な環境からスター

トできるという後発者利得であると同時に、日米聞での発展の相違としてとら
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えることができるものだろう.電話というきわめて日常的なメディアが、すな

わちCMCであることは、デスクトップ・コンピューターという敷居の高い機

械を使うことと比べて、 CMCをより日常的なものにする.

CMC自体の中にすでに他者との関係欲望を充足させるものがあるが、携帯

電穏やゲーム機など他のメディアとのボーダーレス化によって、その現象はさ

らに広範化するだろう.最近インターネットのチャットを利用していてストー

カ一被害にあった女性が使用していたのは、 ドリームキャストというゲーム機

であった.

このようにマクロ的にもミクロ的にも、 CMCは社会の中に浸透し一般化して

いき、それにつれて人々の受け止め方も、当初の新奇性を持つメディアとして

の受け止め方から、電話が日常的であるように日常的なコミニュケーションの

手段になっていくだろう.

.2-2 メディアと社会の連動的麦容

とはいえ、筆者は、メディアを社会変容の独立要固としてとらえるようなメ

ディア決定論者ではないo [吉見 1咲問、 [安}JI1開9]がいうように、相E作

用的に連動するダイナミクスの中に、メディアと社会の関係はあると考える.

安川は、フランスのヴィデオテックス・システム(テレテJレ)に関するフィ

ーンパーグ [Feenberg，1991]を引用して次のように説明する.

このシステムは効率性や合理性といったテクノロジーの一元的・一般

的基準によって決定されたわけではなかった [Feenberg，1991] .その

普及過程は，ヴィデオテックスという定義済みテクノロジーがまずあ

って，それが適用され定着していくといった過程ではなく，むしろその

社会的(再)定義づけが進められていく過程であった.しかもこの社会

的(再)定義づけに際しては，競合しあう複数の定義が，様々な社会ヴ

ィジョンをもっ織々な社会層・勢カ一一技術者，政府・官僚，フランス・

テレコム，サーピス提供会社，情報提供会社，ユーザ，等々ーーから提示

された.すなわち，グィデオテックスという新しいメディアが社会に導
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入一定着し，それによって社会が変容するという過程は，メディア/テ

クノロジーによる決定論的過程ではなく(もしくは技術者たちのヴィ

ジョンが一方向的に受け入れられていくという過程ではなく)，多織な

社会層・勢カのヴィジョンや活動を巻き込んだ，とのメディアの社会的

(再)定義づけ(=社会的構成)の全体的過程だという.議論の要点は，

このメディアがどういった社会層・勢力の担うどういったパースベク

ティヴ(複数)とともに社会過程に投げ入れられていったのか，この過

程がいかなる展開をみせ，その結果どのような定義を与えられるにい

たったか，ということにある[安川・杉山，1999:77J• 

安川は、引き続いて電穏や自転車の例を挙げ、そのようなテクノロジーは、

最初から技術的社会的に明確な定義(メディア特性)をもっていたのではなく、

様々な勢力と志向が交錯する中で、新しいメディアの社会的定義が徐々に構成

されていくのだといい、これをフィーンパーグにならって、 「テクニカノレ・コ

ード(技術的慣行/規範)Jの定着と呼ぶ.そしてこのようにメディア決定論

でもなく、社会決定論でもない連動する社会的構成過程を「メディア・社会イ

ンターフェイスj とよぶ.

他方、吉見 [1民間は、シャルチエ (Ch紅白r，R.)の読書に関する知見を引用

して「シヤノレチエが示したように、メディアは社会を構成しながら社会に構成

されているのであり、このメディアと社会の相互に文脈的な関係を立体的に把

鍾することがj必要であり、 「電子情報化を電子メディアによる文化変容とし

てとらえるこれまでの視点から、これを様々な社会空間での解釈や使用の実践

を通した亀子メディアの重層的なコード化/脱コード化の過程としてとらえる

視点へと移行していく必要がある.Jと述べている。

このような、メディアと社会の関係性を前提として、 CMCと宗教に関する

議論を進めていきたい.それは宗教教団・信者生活が、 CMCによって変容させ

られ、本質を失ってしまうのではないかと不安に感じる悲観論や、これまでの

宗教のあり方が、未来的テクノロジーによって飛躍的な可能性を得るのではな

いか、という楽観論ではない.そうではなく宗教団体・信者が CMCを利用する

中で、どのようにそれを定義/再定義するのか、その再定義という主体的行動
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の過程で宗教に訪れる変化や可能性は何であるのか、という観点である.

したがって、 CMCのメディア特性には十分に目配りをしながらも、なにかこ

れまでのメディアとは全く違った特異性をそこに措定しているのではない.吉

見、安川が示すところは、これまでのメディア特性の議論を、我々がメディア

を再定義する過程として相対化しうる視点である。そしてこのことは、 rCMC 

と宗教Jというトピックの、研究対象としての重要性を失わしめるものではな

く、むしろより深刻なものにする.つまり問題は、 「よくわからないテクノロ

ジーのあるかないかわかりにくい影響Jではなく、われわれの生活世界に於け

る意味形成のプロセスである、ということになるからである.

.3. CMCと宗教

これまでCMCと宗教を論じる場合、取り上げられたトピックはおおまかに

いって3つある。さきに先行研究の紹介で述べたように、

1. CMC上で形成される人間関係(相E作用とアイデンティティ) 0 

2.儀式やシンボルの意味形成。

3.組織変容あるいは、人の出会い方の変容。

の3点である.先行研究に於いては、この3点はどのように論じられてきたの

だろうか.先行研究の要点を紹介し、方法論的な考察をしたい.

.3-1 CMC土で形成される人間関係の問題

CMC上でのある強度をもった人間関係については、かねてから関心を呼び、

それについての研究もある.研究者によっては、それをバーチャル・コミュニ

ティとよんでいる [Parks，1袋路] 0 それは、なにもコミュニティなどと呼ばなく

ても、 「相互作用Jや「人間関係j といえばすむことであったり、マツキーパ

ー (Maclver，R. M.)の定義に従えば、コミュニティというよりは、アソシエー
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ションという方がふさわしい場合もある[安川・杉山，1開9:106].それにわざ

わざコミュニティという用悟を使うことは、開拓者精神的な[遠藤，1抑8b]一つ

の意味付与行為であり、前述のようにメディアを定義する行動の中でイデオロ

ギー的に発生したものである.

従って筆者は、バーチャル・コミュニティという概念の是非や、実態の有無

について問う立場にない.しかしそれが、そのような予言の自己成就的傾向の

中で形成されてきた概念であることを考慮に入れながらも、 CMC上でのある

程度の強さの人間関係があることを否定するものではない.そのような人間関

係を作り出すものとして人々が、 CMCを使用しているという意味であり、多

元的な人間関係の局域の一つを作り出しているという意味で、社会学的・宗教

社会学的な考察の対象である.

このような CMC上の相互作用が心の状態に及ぼす影響については、田村

[1997]、デンジン口開8，1袋町、リーガノレ・アドポカシー育成会議レポート

口998]などがある.これらの研究は、伝統的な宗教団体・信徒のコミュニケ

ーションそのものではないかもしれないが、今後その対象を研究する場合の枠

組みとなるものである.同時に、下記に述べるような精神的相互作用を宗教的

コンテキストで考えること自体、現代的な宗教性研究の一分野である問。

デンジンは、Alt.recovery.codependency (a.r.c) というインターネットのニュ

ースグループの投稿を分析した。それはAdu1tChildren of Alcoholics (ACOA)や、

Co-Dependents Anonymous(CODA)などのセルフヘルプグループ運動の精神によ

って開催されているニュースグループである。デンジンは、そこには、自己物

語の諮り直しがあり、セラピーが行われる場所のひとつであるという.

私は、この新しい情報テクノロジーが、その場所以外では諮られるこ

とがない新しい自己物絡の生産の場所になっていることについて、以

前に奮いた. [De回 in，1998]

(...略...家族機能の障害やアルコーノレ依存症などを病理として考える

傾向は米国に一般化していたので)一旦テクノロジーがそれを可能に

すると、そのような病理モデルを当てはめて考えることができるよう

な家族がインターネット内に広がっていった.a.r.c.内でのサイパート
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ークは、三つの主流な医学的トピック、依存症、セラピ一、そして家

族に関するものである.我々の聞に一般化している共依存の病理は、

緩和のためサイコセラピーを必要とするものである.

Alt.rをcovery.codependencyは、このようなセラピーが発生している場所

の一つである.バーチャルリアリティは、リアルワールドで起こった

心の裂け目を修復する手伝いをになっている.それは、続みとられ、

議論される書き言葉によるトーキングセラピーと呼べるものである.

[デンジン， 1998b:108田村釈]

3.r.cのようなCMC上のニュースグループ (4)などでは、 CMCが無かったな

らばあり得なかったような、新しい自己物語が作成される場であるというのだ.

デンジンは、二つのスレッドを取り上げて細かく論じている。一つのスレッ

ドの中では女性同士が自分の個人的体験を語り合いながら、共鳴し、ジェンダ

ーを帯びた会話の中で家族、病気、快復について語る.男性の干渉がない状態

で、女性としての経験を共有する.会話からは、回復の途中にある人が発言す

る言葉を読みとることができる.そこには彼女たちと彼女たちの状況について

の発言が含まれる。もう一方のスレッドでは、感情的な激しい議論が行われる

が、会話を始めた人物はそれを通して対面での人間関係に関する手がかりを得

る。

同様な現象を筆者も指摘した。岡村口997]は、日本のパソコン通信上のフ

ォーラムのうち、女性専用のフォーラムについての分析を行い、そのなかで一

つのスレッドをとりあげて、そこでの相互作用について記述した.

そのスレッドの中で、ある女性が自分と母や親との問題を取り上げて話題に

した。他のメンパーとのやりとりの中で、共振・共感体験、自分史を諮るとと

の作用、個人の問題の社会性や構造性等の発見などによって、自分の性格の個

人的問題として自分史を語り始めた彼女の「母親解釈j は、変化を見せる。

最初の発言の際には自分の状況について全く絶望していたが、次第に自分を

愛し味方してくれる家族について書くようになった。母親にたいする理解も変

化し、寛容さを示している。そして、最後に他のメンパーへの感謝の言葉を述

べている。他の女性との相互作用が、彼女に大きな心理的影響を与えていると
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いえる。そして共振し、共感する関係であることは、他の参加者にとっても心

理的影響を受ける関係である.別の発言者は、このコメント・ツリーのなかで、

「養父母との関係をとらえ直すことができたJといっているし、また、もう一

人は、 「ずっといいたかった話Jをすることができたと述べている。

また、 「精神医療ユーザーのためのページJ (5) というウェップサイトを設立

し、掲示板を作って「ひきこもりJの人々の交流の場を作っているリーガル・

アドボカシー育成会議 口998]は、その高揚について下記のように書いている。

(略)第ーに、コミュニケーションにおいて平等に参加することが可

能になる.第二に、個人のコミュニケーション上の問題や障害を軽減

するととができる。まず、地理的・時間的な差異・格差はなくなる.

そしてホームページという形で不特定多数の人々に公開されているこ

とで、どこの誰でも、アクセスすれば閉じ情報を得られる。また、情

報を受け取るだけでなく自らも発信できる.声の大きさや身体(ひい

てはその人のグループ内・社会的な地位)は表れず、それぞれが平等

に発言のスペースを与えられるので、それぞれの参加者の発言の位置

は基本的に対等である.参加の平等は、個々人がつながりあうときの

敷居を低くするし、反対に、敷居の低さは参加の平等を促す。さらに

匿名的であることが、敷居の低さをもたらす。匿名性は、主に文字、

しかも規格化された篭子画面上の文字を使うことによって成し遂げら

れる。書かれたメッセージの中に、名前や声や身体から筆跡まで、そ

れを書いた者の痕跡は消えてなくなるのだ。また、発信する者も匿名

的だが、それを受け取る側も匿名的に現われる。ページによっては、

1日に数百人もの人々が見ている場合もあるが、それほど多くの人が

自分の前にいるという感覚は非常に希薄になる。発信しようとする者

の目の前にあるのは、ただモニターの画面があるだけである。

このように、匿名性を保ちつつ、しかし閉じような問題を抱えた不

特定多数の人々と対等な関係の上でゆるやかにつながることによって、

これまでの生活では諮ることのできなかった思いを諮ることが容易に

なる。上に挙げた性質は、 AA(アルコーノレ・アノニマス)などに代
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表されるセノレフヘルプ・グループにも共通する部分である. [リーガ

ノレ・アドポカシー育成会議レポート，1開8:38-39]

ここでいう「癒しの関係Jを、改めて定義するならば、 「共振共感関係の成

立から、問題の一般化へ、そして自己観・他者観の変化というプロセスの中で、

自己と他者・世界との関係が修復されるJということが行われる関係であると

いうことである.

そして、そのような関係が成り立つためには、確かにCMCのメディア特性

というものが関与している.時間空間に制約されずに会話をし、社会的地位や

男性の評価的「まなざしj から解放される。匿名性によって秘密事項が反転す

る世界では、対面のコミュニケーションでは常織的な共有事項である本名や、

住所が最大の秘密となり、逆に、通常諮られることのない個人の内面が深く諮

られることになる.

しかしそうであるが故に、全体社会と際れた特殊な領域の特殊な現象と考え

られやすい.しかしそうではない.筆者の前提とするインターフェイス的メデ

ィア観からもそれはすでに理論的な前提であるが、もう一点別な論点をあげよ

う.

CMCを「肉体無きバーチャルな世界Jとすれば、それと対極にあると考えら

れているであろうものが、 「からだj である.野口整体やヨガ、気功、また摂

食障害のセラピーなどでも「からだj をある真実性の基漕としてとらえる。し

かし、たとえば自己物語論の視点をとれば、それは自己物踏を語りなおすため

の転回点のようなものである.苦痛を引き起こす自己物語は、より生きやすい

ものに語り直されねばならないということになる。しかし、自己物語には、長

い聞かけて作った自明性があり、それを崩すことは簸しい.そこで、 「からだj

という言葉が、一つのレトリックとして機能しているからだj というレト

リックを使うことで、自己というものを相対的にとらえ、自己物語の変化を容

易にし、語り直される自己物語の自由度を高める.そこに身をゆだねることで、

これまでの自己物語にしばられることなく、語り直せる地点である[久木

元，1則 。

現代の自己は fからだj に対しては人工物として、 rCMCJに対しては自
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然として規定される。 rからだj と rCMCJは、 「自己Jを映し出す、二つの

鏡であるにすぎず、その属性の相違として考えられているものは、自己のどの

部分を投影しているか(自然か人工物か)という問題でしかない.いずれも、

自己物語を籍り直すのに必要な、自己を相対化する足がかかりを提供する.つ

まり一見全く別の方向を向いている「からだj と rCMCJの二つの癒しの物路

は、実は同じ指向性の二つの表現であると考えられる。

しかし、利点ばかりが見いだされているわけではない.デンジンは、その欠

点について下記のように書いている。

1.他のメンパーを攻恕する人が現れること.あるいは感情的な歯車輸.

2.セラピー用品の販売のCMC上のマーケットがあること.

3.家族、自己、親密性に関するディスコースが男性によって支配されることがること.

4. 感性の強い人が間違ったアドバイスを受けたときの大きな悪影..

[Denzin，1998a:1l6] 

また、リーガノレ・アドポカシー育成会議も次の様な点を指摘する。

(対面のセルフ・ヘルプグループの場合には)時間と空間の限定、有

名性、記録の困難などの結果として、参加者が限定される.このこと

は、グループの目的や参加者の属伎を明確化することを可能にする.

限定されていることで、グループ内の相互作用が活発になったり、成

長が促されたり、社会に対するカを持てるよう}こなれる。セノレフヘノレ

プ・グループでは、グループとしてある程度参加者が限定されている

ことが重要になってくる.というのも、公式/非公式に、そのグルー

プの中でのしきたりや作法が形成されており、参加者はそれにのっと

って行為するが、参加者の回復にとってそのとと自体が有効に働く。

特に、 AA系のグループにおいてはそのとどが明確化されている。し

かしそれが可能となるには、あらかじめ目的や参加者の属性が明確で

あり、それらが共有されている必要がある。しかし一方、ホームベー
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ジ上の掲示板では、参加者をしぼることができないために、その目的

や参加者の属性が不明確になっている. [リーガノレ・アドポカシー育

成会議レポート，1998:40]

ここでの要点を整理すれば、 CMCの中に、人々は対面の人格や人間関係に

影響を及ぼす相互作用を構築するととが可能であるが、それを可能にするじM

Cのメディア特性が逆に、その可能性を制限するものとなっているということ

である.

.3-2 儀式やシンボルの意味形成に与える膨響。

CMCの中で、儀式あるいはシンボルはどのように表現されるだろうか.こ

の問題について、まず三つの先行研究から知見を得ょう。

スティープン・オーリアリー [O'Le紅y，l筑間は、オング (Ong，W.}.)に基づ

いて印刷文化とプロテスタンテイズムが分厳した言葉と宗教的な力、言葉と象

徴の再統合がCMC上に於いてなされる可能性を指摘し、その例としてニュー

エイジグループのCMC上の儀礼を取り上げた.彼がこれを例として取り上げ

たのは、米国の伝統的な共同体の中では、自分の信仰を表明しにくい団体の信

者にとってCMCは一つの解放区になっていると考えたからでもあった.その

ニューエイジグループの儀式で、テキストの交換によって空間を霊化するとい

うととが行われ、その儀式を信じるものにとっては、行為遂行的発話になる.

オーリアリーはジョナサン・スミス (Smi也，}.)を引用して、 CMCの空聞が、

儀礼を生み出す背景のひとつとしてあり得るという可能性を示した.

ととで重要なのは、そこで展開されているのが、相互行為による意味形成が

構造化されていることだ. CMC上の宗教行為というと、人は奇異なものであ

ると感じるかもしれないが、行為遂行的発穏によって宗教的意味が形成されて

いるという点では、カトリックのミサと本質的には変わらないとオーリアリー

はいう. CMC上ではカトリックのミサにおけるようなロケーションが存在し

ないということが相違として指摘されるわけだが、もう一つ遭う点は、 CMC

の場合には、テキストとして構造化され、相互行為のプロセスが認織しやすい
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ということである。

とはいえ、オーリアリーが分析したのは、テキストのみによるコミュニケー

ションの世界であり、画像、音声などを自由に扱えるテクノロジーの発展によ

って、より大きな宗教的可能性が生まれるだろうとしている。これがある程度

実現された世界、つまりMUDの世界におけるキリスト教の礼拝を取り上げた

のがシュローダー[Sc位。eder，1伺9]である.

シュローダーたちは、 MUD上で行われているキリスト教の礼拝について分析

している。その特徴をあげると、

1.週一固定期的に会合し、自由な出入りがはばかられるという厳粛性があり開始、過

程、終了の宣言という時間的構造性がある.また各人の画像人格(アバター)は、画

面上の祭壇画像の周囲に停止して礼拝をする、という視覚的規律がある.

2. リーダー、メンバーという社会的階層性がある.

3.クPスチャン・アイデンティティを共有し、反キリスト教的なものに反感を持つ.

これが内部的な結合を作っている.

4. r癒しの求めjなどの表現に、テレエパンジェリズムの影響がある.

その礼拝はカリスマ運動的色彩を持っており、その特徴の 1っとして女性の指

導者を持っている.地上のカリスマ的教会と比較するならば、下記の相似点、

相違点をあげることができる.

1.会合の構造性、礼拝内容、役割分担などは、従来の教会から流入している.

2.参加者同士の感情的連帯の弱さ、交換する言葉が短くなること、祈祷会での秩序が

比較的不足していることなどは、宗教的集会としての価値を低めている.これらのこ

とは、メディア特性から由来するものである.

3. しかし、逆に長所も生まれていて、率直な意見交換、世界中から参加できること、

既存の教会に比べて実験的なととがしやすい.

このような特徴をシュローダーは挙げ、従来の教会に参加するのと全く閉じ

経験をすることはできないけれども、その中にある本質的なものを別な形で提
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供するものだと、結論づけている.

上述のような儀礼・礼拝は、言葉を中心とする。ひとつはまったく文字テキ

ストのみの交換であり、もう一つはMUD上のアバターという画像人格を通じて

の行為であるが、分析の対象になったのは、やはり文字テキストの交換であっ

た.Campbellの言う Communityof Prophecy (CP)の場合、ピジュアIレを伴わ

ない、バーチヤノレな文字テキストの世界であるということにむしろ積極的な意

味があると考え得る.オーリアリーの例でも、シンボノレと言葉の再統合という

感触を持つことができたのは、文字テキストの世界が生んだ逆説である.デン

ジンなどのあげるセルフヘノレプグループの場合も、文字テキストの制限伎がか

えって治癒的効果に貢献している.

英語圏を中心とするこれまでの研究は、テキストによる相互行為を分析した

ものであった.そこにおいては、テキスト交換の特性とその宗教的活動とが、

相互補完的に働いている.このような文字による相互行為のキーワードを一つ

挙げるとすれば、 「つながり j である。テキストの交換ということを通じて、

『つながるj という感覚を持つことができるかどうか、 「つながる」意味世界

を構築しているということが問題になる。もう一つ重要なことは、オーリアリ

ーのような英語圏の研究者にとって、言葉がもう一度シンボノレと結びつくとい

う状態である。

しかし日本の場合には文化的背景が異なるので、違ったトピックを発見す

ることが可能であろうし、英語圏において問題になることが問題にならないと

いうこともあるだろう.日本の場合、画像を巡る意味付与行為を発見すること

ができるのが特徴的である.

たとえばホームページの活用が顕著な天理教の場合、本部の公式サイトにお

いて、神殿のほぼ同時的な映像が、 24時開放映されており、公式サイトに対す

るアクセスの中で、もっともヒット数が多いファイ1レになっているということ

である.

神殿放映を推進した本部職員は概要を次のように諮っている.

特に海外で布教、信仰に励む人々のことを考えた.部外者にとって

は、さほどの感慨を抱くことがないものであろうが、布教に携わるよ
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うな信者にとっては、熱い思いをもって見つめられるものだ。たとえ

おぢば帰りできなくても、天理教によって、生活が潤されるととを望

んでいる。

放映されている映像を見ることは、 「おぢば帰り j の代替物ではな

いが、身近に接するということが重要だ。おぢばに流れる時を共有す

るということが必要である.

放映に関しては、楽しみにしているという声、月次祭のあとにみん

なで見る、という声が寄せられている。おぢばに心寄せることでつな

がりができる.海外で孤立した生活を送る日本人にとって必要だろう。

[田村，1的9b]

神殿映像の放映は、公式サイトによってなされているだけでなく、他のウェ

ツプサイトの中でも、しばしば神殿の映像が掲載され、公式サイト中の神殿映

像放映にリンクが貼られている.さらに、 「天理教フエローシップj というロ

ゴと番号によって、それぞれの教会・個人のサイトは自由に発言しながら、教

団本部に結びつけられており、見るものをして神殿を中心とするリンクのネッ

トワークをイメージせしめる.そして、このような神殿の中心性を支えている

のが、天理教における建築物の表現性、伝達媒体性である。

天理教において、 「建築j が極めて宗教的な意味を持ち、教理にとって重要

な問題であることは、知られているとおりである[関，1992]。天理教における

「建築j は、場所になった言葉とでもいうべきものであり、建築であると同時

に伝達媒体であった。宗教的建築物には、あるいは一般的に建築物というもの

は伝達媒体性があるが、天理教においてはより強調されている.

また、神社のウェップサイトも、同様に画像を多く使用している。神社のサ

イトにおける、バーチャルお参りやおみくじうりには楽しみの要素が強く、神

社という場所がたとえば近世において、相撲・小芝居・富くじなどの楽しみの

場所であったことを、思い起こさせる。神社のそういう部分を引き出している

ところに、インターネットのメディアとしての特色があるかもしれない。

比較的スムーズにインターネットの利用が導入されている天理教に比べて、

神社の場合は一種の神学的議論が続いている[黒崎，1開9:41-42]し、宗教として
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の様々な違いから、色々な相違がある(引。しかし、シンボノレを巡るディスコー

スという点では共通性がある。東京神社庁のバーチャル参拝が載せられた産経

新聞掲載の記事[産経新聞，1997年 8月 24日]でも、神社庁の批判と同時に複

数の神社に寄せられている訪問者の声が載っている。それは、何らかの理由で

神社に出向いて参拝することができない人々にとって、意味があるという内容

のものだった。発信者によるシンボノレの意味づけと、訪問者による意味づけの

ディスコースの中で、ウェップサイト上のシンボノレが再文脈化される.ウェッ

プサイト上のシンボノレは、この自己言及的な過程によって再創造される.この

ことは、バーチャノレ霊園をもっている寺院や、天理教においても同様である。

シュローダーは、ミンスキー (Minsky，M.)のフレーム理論 [M血sky，

1975= 1979Jを援用して、 MUDの教会の中でキリスト教会的な慣用勾ゃいいま

わしという、教会の提供する経験の一部を提示することが全体のイメージを換

気させるカがあることを紹介した。同様な説明が、この画像の例にも可能であ

るかもしれない.

このような、シンボルの再文脈化はインターネット上でのみ起こるようなも

のではなく、シンボノレがメディアによって伝達されるという場合には必須のこ

とであったと恩われる。比較的最近の例を取れば、石井研士[石井，1998Jが取

りよげている、テレビ番組による季節感の創出ということがある。ある作家が

「私の正月はテレビからやってくるJと述懐しているように「ゆく年くる年J

という NHKの番組が日本人の正月を作り出しているという側面がある.しかも

それは、テレピ局の一方的な意図によって作られているのではなく、視聴者が

そのことを望むことによって制作されている.この場合でも、ある種の構造化

されてはいないディスコースが、シンボルを文脈化している。

インターネットの場合には、テレピにおいてはあまり構造が見えないディス

コースが明示的なものになる。明示的になった構造は、さらなる自己言及化を

促す。

インターネット利用に関する神社と天理教の議論には相違があるが、それは

シンボルについての言鋭戦略の相違であり、それぞれの宗教がCMCを再定義

する過程の相違であろう。ウェップサイトを訪問することが、実際の参拝と遣

うことは、誰にとっても明白である。明白であるからこそ、 「偲ぶよすがj と
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いう意味づけや「疑似的行為j という意味づけをディスコースの中で行う.

CMCが宗教と関係していくことは、すべての宗教にとって同じ現象をもたら

すのではなく、ある場合には文字を巡り、ある場合にはシンボノレを巡るディス

コースとして現れ、その遣いはそれぞれの宗教の固有性に由来すると恩われる。

.4.方法論的問題

ここまで記述した先行研究を振り返り、若干の方法論的問題について短く付

け加えたい.

オーリアリーは、オング主義を援用して、メディアによる感覚変容を中心と

して、カトリック的な言葉とシンボノレの再統合がCMC上でなされるのではな

いか、という仮説をたてた。デンジンは、 「事例の方法J (me也odof instances) 

というエスノメソドロジーの会話分析に基づいて、 CMC上のテキストを分析

した。シュローダーは、ミンスキー [Minski，1975]の提唱したフレーム理論に

基づいて、テキストの内容を分析した.また既存の教会から持ち込まれたもの

が何であるかを考察した。オーリアリーは、言葉のシンボノレ性に注目し、デン

ジンとシュローダーは、テキストの内容ではなく、構造に着目して分析し、関

係性の構造を描写しようとしている。

これらの作業は、テキストを注意深く続み解釈することに依存している.こ

れは、十分な意義があり、そこから理解できることも大きい.

しかし、デンジンやシュローダーは、 CMCのテキストを対面の関係の会話

分析と同じように扱っているが、それがどの程度可能であるかという点はテク

ニカノレな疑問として残る.そう述べるのは、対面の関係と質的に異なる異空間

であることを強調しようというのではなく、対面と CMCでは、関係性の構築

の手順が遣うからだ。

CMCの場合、非同期的なコミュニケーションと同期的なコミュニケーショ

ンの双方が可能であるが、それぞれの場合に、対面の関係とは異なる手順を踏

んでテキストが形成される。
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非同期的コミュニケーションの場合は、スレッドを速続して読めば、一定の

会話の連続のように見える.この一定の時間を経過することによって蓄積した

テキストをツリー状の構造として解説する.むろん、過去の記録をさかのぼっ

て読み返すということは、研究者だけなく参加者も間々することだが、そのテ

キストを構築していく中で参加者が経験することが、蓄積したツリーの構造か

ら読みとれるものと同じものであるか、ということは問題である.同期的コミ

ュニケーションの場合は、動的に行われる時間的推移の中に、関係構築行為が

あり、蓄積したテキストの分析は、時間推移が反映されないので、追体験とは

言い難い.いずれの場合も、対面関係の会話分析で行われるような、会話をピ

デオに撮り、再現するという時間的経過を伴う再現とは相違がある.

このような問題を克服しようとするならば、さしあたり二つの方法があるだ

ろう。一つは積律的参与観察をして、自らの参加体験をも織り込んだ関係構築

過程を記録する[吉野 1998].もう一つは、テキストを奮いた参加者との面接

を行い、面接の中で体験を再現するという方法である.今後の調査の中で検討

されるべき楳題であると思う.

.5.結び

相互作用的に連動するダイナミクスの中で、われわれの生活世界に於ける意

味形成のプロセスとして、 CMCと宗教の問題を考えようとしてきた.宗教団

体 ・信者がCMCを利用する中で、どのようにそれを定義/再定義するのか、

その再定義という主体的行動の過程で宗教に訪れる変化や可能性は何であるの

か、という観点である.その際にとりわけCMCを取り上げるのは、近代社会

を作り出していったバーチヤノレ化の過程の現代的到達点としてあるからだ.

これまで見てきたように、そこには一定の相互作用、宗教的意味の構築が行

われており、宗教社会学の対象として研究に値する分野であると思う.

ここで考えてきた、近代性との関連、意味形成の形式をとう視点は、メディ

アとの関連[葛西，1998:135・137] [弓山，1999] 川、ゆるやかな共同性[葛

西，1998:138]などを主張する現代の宗教性研究と広い意味で視野を共有するも
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のであり、その一環として位置づけることが可能なものであると考える。この

点について詳説することも次の課題としたい.

<注>

(1)複数の人びとが同時に参加でき、かっ相互作用できるネットワーク環境の総称で、テ

キストのみの交換のものと、画像を使用できるものがある.

(2)教団と CMCとの関係については、特定教団を対象とした十分な調査がまだ行われて

いないため、本稿では詳しく取り上げないが、今後の課題であると考える.

(3)島画面進 1996 r精神世界のゆくえ:現代世界と新盆性運動』 東京堂出版.

(4)インターネット上のE提言古室で、多対多のコミニュケーションが可能である

( 5) http://www.din.or.jp/-Iadd/ 

(6)特殊的宗敏集団としての天理教と、従属的宗教集団としての性格もある神社との相違

は考察に値するだろう.

また、その宗教の個性に基づく時間観念の相違というとともあるだろう.単なる写真

でなくほぼ同時的な映像であることによって、信者は神殿の姿を偲ぶだけでなく、そこ

に流れる時間をも偲ぶことになる.このことは、天理敏のもっている時間感覚によって

意味を持たされている.早朝夕方のっとめの時間にファイルをアクセスすれば、神殿11:

集う人の流れを見るととができる.神社の場合は、日常的な毎日の時間よりも、ある選

択された時間、ハレの時が強調される.

(7)弓山は、 「宗教と社会J学会第 7回学術大会のワークショ ップにおいて下記のように

述べている.

第四に、とうした匿名性と関連して、彼女・彼らの宗教性/霊性とマスメ

ディアの関係である.そもそもこの二人を愉じる際に留意しなければならな

いのは、当事者自身は何らニューエイジとしての自覚を持ち合わせていない

ということである.だが佐藤の出演した「地球交・曲 第二番Jは一般にニ

ューエイジ的作品として理解されている.大徳寺もニューエイジ的内容を慮

り込んだ情報総で取り上げられ、 「心のアーテイストJ rいわゆるニューエ

イジ思想の最良の部分にも通じる」と評価される.そして何より大徳寺を扱

った芹沢小税は「ヒューマエスティックな内容をヨーロッパ流の合理主義的
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精神で照らし出す作風で知られる同氏だが、前記二作は同じくヒューマニズ

ムに根ざしながらも、合理主義を越えて極めて“盆性"に満ちた内容となって

いる」と評されるのが一般的である.つまりすでに見たような彼女・彼らの

何気ないメッセージに宗教性・ 11性を付与するのに、マスメディアの果たし

た機能は無視できない. [弓山 1999]
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